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６月上旬から、山内黒沢地区の鍋ケ沢牧場（標

高350㍍、面積65㌶）で牛の放牧が始まりまし

た。青々とした牧草が生い茂る牧場に放たれた

繁殖用雌牛は、活き活きと群れをなし久しぶり

の大地の感触を楽しんでいるようでした。放牧

により足腰が強く、丈夫な子牛を産める牛にな

るよう、10月末まで放牧は続けられます。

６月上旬から、山内黒沢地区の鍋ケ沢牧場（標

高350㍍、面積65㌶）で牛の放牧が始まりまし

た。青々とした牧草が生い茂る牧場に放たれた

繁殖用雌牛は、活き活きと群れをなし久しぶり

の大地の感触を楽しんでいるようでした。放牧

により足腰が強く、丈夫な子牛を産める牛にな

るよう、10月末まで放牧は続けられます。

緑の台地で放牧始まる
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■一般会計補正額　　　　　　　　５億８,６９０万４千円
　◎主な補正予算
　　●太陽光発電普及促進事業････　　３,０００万円
　　●社会福祉施設整備事業補助金　　８,０８１万２千円
　　●長寿祝金支給事業･･････････　　１,４７８万７千円
　　●妊産婦保健事業････････････　　１,１９０万円
　　●介護老人保健施設繰出金････　　１,２２０万６千円
　　●児童遊園地維持管理事業････　　１,５２７万２千円
　　●緊急雇用対策事業･･････････　　１,０２６万７千円
　　●農山漁村活性化プロジェクト
　　　支援交付金事業････････････１億　 ７２０万５千円
　　●森林総合研究所造林事業････　　７,４５５万円
　　●土地区画整理事業繰出金････　　６,１０５万８千円
　　●住宅リフォーム補助事業････　　３,０００万円

■補正後の予算総額　　　　　４８２億　 ３９３万３千円

 

は
じ
め
に

 

新
た
な
施
策
等
へ
の
取
組
み

※　

高
速
道
路
の
本
線
上
及
び
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
等
に
設
置
さ
れ
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専

用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

 

平
成
21
年
度
事
業
等
の

 

進
捗
状
況

今議会の一般会計補正予算
　　

国
内
の
景
気
低
迷
は
続
き
、
特

に
自
動
車
業
界
は
深
刻
な
状
況
に

あ
り
、
全
国
で
事
業
所
の
縮
小
や

閉
鎖
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
日
立

製
作
所
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ

ム
が
一
部
事
業
所
を
市
内
の
ユ
ニ

シ
ア
Ｊ
Ｋ
Ｃ
ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
秋
田
工
場
に
集
約
す
る
方
針

と
し
た
こ
と
は
、
当
市
に
は
誠
に

幸
い
で
し
た
。　

　

厚
生
労
働
省
よ
り
当
市
が
「
地

域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」
の
実
施

地
域
に
採
択
さ
れ
、
「
農
商
工
観

連
携
に
よ
る
産
業
活
性
化
・
雇
用

創
出
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
横
手

市
地
域
雇
用
創
出
協
議
会
で
事
業

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

経
済
情
勢
に
加
え
、
少
子
高
齢

化
と
人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
健

全
な
行
政
経
営
を
図
る
た
め
に
は

市
民
の
皆
様
、
企
業
、
団
体
、
大

学
等
と
の
連
携
・
協
働
が
重
要
で

す
。
厳
し
い
状
況
下
で
す
が
、
市

民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
生
活

の
実
現
に
向
け
て
、
速
や
か
に
対

策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

　

４
月
28
日
に
保
健
衛
生
課
内
に

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

５
月
１
日
に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

同
16
日
に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
発
熱

外
来
セ
ン
タ
ー
を
横
手
体
育
館
に

設
置
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
ま

し
た
が
、
現
状
で
は
感
染
の
拡
大

が
進
む
可
能
性
は
低
い
た
め
開
設

を
見
合
わ
せ
、
６
月
９
日
か
ら
通

常
利
用
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
今

後
、
同
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
場

合
は
、
横
手
武
道
館
に
設
置
す
る

こ
と
で
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
経
済
危
機
対
策

　

国
の
補
正
予
算
の
経
済
危
機
対

策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
」
は
、
少
子
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
地
球
温
暖

化
対
策
、
安
心
・
安
全
の
実
現
な

ど
を
目
的
に
、
地
方
自
治
体
が
単

独
で
行
う
事
業
の
自
己
負
担
分
に

充
当
さ
れ
る
も
の
で
、
当
市
に
は

１
４
億
７
，
１
０
０
万
円
が
配
分

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
中
小
事
業

所
の
受
注
機
会
の
増
加
に
配
慮
し

て
実
施
計
画
を
策
定
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
積
極
的
か
つ
弾
力

的
に
対
応
す
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
新
し
い
組
織
機
構
と
庁
舎
の
あ

　
り
方
の
検
討

　

市
の
組
織
機
構
や
庁
舎
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
今
年
２
月
の
新

庁
舎
を
考
え
る
市
民
会
議
か
ら
の

提
言
や
、
地
域
自
治
区
の
設
置
期

間
が
平
成
21
年
度
末
で
終
了
す
る

こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年

度
以
降
に
向
け
た
新
し
い
形
が
必

要
と
考
え
、
総
務
課
、
経
営
企
画

課
、
財
政
課
の
職
員
か
ら
な
る
改

革
事
務
局
を
４
月
下
旬
に
立
ち
上

げ
、
庁
舎
の
在
り
方
を
含
め
た
組

織
機
構
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
は
、
全
庁
的
な
意
見
の
と
り

ま
と
め
を
行
い
、
９
月
に
は
一
定

の
案
を
報
告
す
る
予
定
で
す
。

■
歴
史
的
建
造
物
の
整
備
お
よ
び

　
保
存
事
業

　

こ
の
度
、
増
田
地
区
ま
ち
な
み

保
存
活
用
推
進
協
議
会
が
企
画
し

た
「
歴
史
的
建
造
物
整
備
お
よ
び

保
存
事
業
」
が
、(

財)

東
日
本
鉄

道
文
化
財
団
の
地
方
文
化
事
業
支

援
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
増
田
地

区
中
七
日
通
り
に
残
る
明
治
期
以

降
に
作
ら
れ
た
土
蔵
等
の
修
理
改

修
に
対
し
助
成
さ
れ
る
も
の
で
、

数
年
間
継
続
さ
れ
る
見
込
み
で
す

の
で
、
引
き
続
き
新
た
な
観
光
拠

点
に
向
け
た
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
の
設
置

　

国
で
は
、
高
速
道
路
通
行
者
の

利
便
性
向
上
、
地
域
の
活
性
化
、

物
流
の
効
率
化
等
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
「
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
※
）
の
整
備
を

今
後
10
年
間
実
施
す
る
」
と
し
て

い
ま
す
。
当
市
で
は
横
手
〜
大
曲

Ｉ
Ｃ
間
と
、
横
手
〜
湯
田
Ｉ
Ｃ
間

で
関
係
機
関
に
整
備
の
検
討
を
要

望
し
て
お
り
、
先
般
、
関
係
各
課

の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
設
置
に
よ
る
効
果
予
測
、

設
置
箇
所
の
検
討
、
概
略
設
計
等

を
行
い
、
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

■
定
額
給
付
金

　

当
市
の
定
額
給
付
金
の
給
付
対

象
数
は
、
基
準
日
の
今
年
２
月
１

日
現
在
、
３
万
４
，
５
７
０
世
帯
、

10
万
４
，
４
１
６
人
で
す
。
市
で

は
国
の
補
正
予
算
成
立
後
、
直
ち

に
定
額
給
付
金
等
対
策
本
部
を
設

置
し
て
交
付
事
務
を
進
め
、
４
月

１
日
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
、

６
月
１
日
ま
で
銀
行
振
込
み
を
４

回
、
現
金
支
給
を
１
回
行
い
、
対

象
世
帯
の
約
９
割
の
３
万
１
，
１

７
２
世
帯
に
総
額
15
億
７
１
１
万

２
千
円
を
給
付
し
ま
し
た
。
給
付

金
が
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
役
立

ち
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
生
活
バ
ス
路
線

　

３
月
26
日
、
バ
ス
事
業
者
か
ら

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
平
成
22
年

度
か
ら
県
補
助
の
対
象
外
に
な
る

可
能
性
が
高
い
昼
川
線
な
ど
７
路

線
に
つ
い
て
、
廃
止
を
視
野
に
入

れ
た
協
議
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

今
後
地
域
や
関
係
機
関
と
十
分
に

協
議
を
行
い
、
10
月
頃
ま
で
に
は

今
後
の
方
向
性
を
示
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業

　

ご
み
処
理
統
合
施
設
の
用
地
選

定
は
、
４
候
補
地
に
絞
り
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
が
、

３
月
末
に
用
地

選
定
を
委
託
し

た
業
者
か
ら
提

出
さ
れ
た
最
終

の
調
査
報
告
書

を
基
に
、
ご
み

処
理
統
合
施
設

推
進
本
部
で
検

討
し
、
収
集
運

搬
の
搬
入
道
路

や
上
下
水
道
が

整
備
さ
れ
、
最

終
処
分
場
が
近

隣
に
あ
り
、
一

体
的
に
管
理
が

で
き
る
こ
と
な

ど
か
ら
柳
田
工
業
団
地
付
近
の
地

区
を
最
終
候
補
地
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
周
辺
地
区
へ
の
説
明
会

や
地
権
者
と
の
交
渉
を
行
い
、
用

地
取
得
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
農
業
振
興

　

本
年
は
雪
消
え
も
早
く
、
春
作

業
で
は
水
稲
、
果
樹
、
野
菜
等
順

調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
の
耕
作
放
棄
地
を
地

域
で
再
生
利
用
す
る
取
組
み
に
国

が
支
援
す
る
「
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
緊
急
対
策
事
業
」
で
は
、
当

市
で
も
増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄

地
の
抑
制
と
市
内
農
地
の
再
生
利

用
を
目
的
に
、
５
月
８
日
、
地
域

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
を
創
設

し
ま
し
た
。
今
後
は
協
議
会
の
活

動
を
通
じ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
に
向
け
、
各
種
事
業
に
本
格
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

米
の
生
産
調
整
は
、
国
の
補
正

予
算
で
実
施
さ
れ
る
需
要
即
応
型

生
産
流
通
体
制
緊
急
整
備
事
業
で

転
作
を
実
施
し
た
場
合
、
産
地
確

立
交
付
金
な
ど
に
上
乗
せ
し
て
助

成
金
が
交
付
さ
れ
る
見
込
み
で
、

大
豆
や
麦
な
ど
に
は
10
㌃
当
た
り

最
高
１
万
５
千
円
、
米
粉
や
飼
料

用
米
に
は
10
㌃
当
た
り
２
万
５
千

円
が
助
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
生
産
調
整

の
実
効
性
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
緊
急
雇
用
経
済
対
策

　

平
成
20
年
度
緊
急
雇
用
対
策
で

実
施
し
た
市
の
直
接
雇
用
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
32
人
を
採
用

し
ま
し
た
。
本
年
度
の
直
接
雇
用

は
70
人
、
外
部
へ
の
委
託
事
業
に

よ
る
間
接
雇
用
は
約
20
人
の
予
定

で
す
。
雇
用
以
外
の
就
労
支
援
・

助
成
制
度
等
で
は
、
新
規
雇
用
奨

励
助
成
金
、
魅
力
あ
る
お
店
づ
く

り
支
援
事
業
な
ど
を
関
係
機
関
等

に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
横
手
駅
周
辺
地
区
の
整
備

　

横
手
駅
東
西
自
由
通
路
や
橋
上

駅
舎
の
建
設
は
、
東
日
本
旅
客
鉄

道(

株)

と
３
年
間
の
工
事
に
関
す

る
施
行
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
と

し
、
今
年
度
は
建
築
確
認
申
請
を

行
い
、
仮
駅
舎
と
仮
設
事
務
所
の

建
築
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

市
街
地
再
開
発
事
業
で
は
、
銀
行

棟
、
集
合
住
宅
棟
、
高
齢
者
住
宅

棟
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
棟
の
建
築

工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
商
業
施

設
棟
は
、
再
開
発
組
合
が
新
た
な

商
業
者
と
の
出
店
協
定
の
締
結
に

向
け
て
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
小
中
学
校
統
合
計
画

　

西
部
地
区
３
中
学
校
の
統
合
校

舎
の
建
設
地
は
、
関
係
機
関
と
の

協
議
、
検
討
に
よ
り
絞
込
み
を
行

っ
た
結
果
、
大
雄
地
域
の
藤
巻
地

区
を
最
終
候
補
地
に
決
定
し
ま
し

た
。
本
年
度
に
入
り
、
関
係
中
学

校
の
教
職
員
で
組
織
す
る
西
部
地

区
中
学
校
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

横
手
地
区
の
小
中
学
校
統
合
計

画
は
、
４
月
20
日
に
横
手
地
区
小

中
学
校
基
本
構
想
策
定
委
員
会
か

ら
統
合
計
画
に
対
す
る
意
見
書
が

提
出
さ
れ
、
平
成
25
年
度
の
中
学

校
統
合
、
平
成
28
年
度
の
小
学
校

統
合
に
賛
同
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

通
学
路
の
安
全
確
保
、
通
学
区
の

見
直
し
、
各
地
区
の
伝
統
文
化
の

継
承
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
計

画
の
早
期
決
定
な
ど
具
体
的
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
学
校
用
地
は
静

町
周
辺
の
エ
リ
ア
を
第
一
候
補
地

と
し
て
、
今
後
、
調
査
と
絞
り
込

み
を
行
い
ま
す
。

　

十
文
字
中
学
校
の
校
舎
改
修
等

の
工
事
は
、
５
月
に
入
札
を
行
い

校
舎
増
築
お
よ
び
第
二
体
育
館
の

建
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

 

再開発事業の建築工事が進む集合住宅棟

安
全
・
安
心
な
生
活
の
実
現
に
向
け
速
や
か
に
対
策

安
全
・
安
心
な
生
活
の
実
現
に
向
け
速
や
か
に
対
策

市議会６月定例会　市長所信説明

横手市議会６月定例会が６月８日から26日
までの日程で開催されました。開会にあた
り、五十嵐市長が行った所信説明の中から、
市民の皆さんに関わりの深い内容を中心に
抜粋してお知らせします。
（市のホームページに全文掲載しています）

市
の
組
織
機
構
や
庁
舎
配
置
等
の
検
討
を
開
始

市議会６月定例会　市長所信説明



市報よこて 4市報よこて5 No.90  2009(       21　).7.1平成　 年2009(       21　).7.1  No.90平成　 年

 

水
害
時
へ
の
備
え
を
確
認

平
成
21
年
度 

横
手
市
水
防
訓
練

市
内
２
団
体
の
取
組
み
に
賛
辞

環
境
省
の
水
・
土
壌
環
境
保
全
活
動
功
労
表
彰

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
猛
ア
ピ
ー
ル

横
手
産
和
牛
の
Ｐ
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

　

平
成
20
年
度
の
全
国
水
防
管

理
団
体
連
合
会
表
彰
で
、
前
大

雄
消
防
団
長
の
加
藤
周
一
氏
が

水
防
功
労
者
と
し
て
会
長
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

　

加
藤
氏
は
、
昭
和
35
年
に
消

防
団
入
り
し
、
同
63
年
12
月
か

ら
副
団
長
、
平
成
18
年
４
月
か

ら
団
長
を
歴
任
。
長
年
に
わ
た

り
、
各
種
水
防
工
法
の
伝
統
継

承
と
水
防
技
術
の
向
上
に
尽
力

し
ま
し
た
。

五十嵐市長に受賞の報告に訪れた、琵琶清水の会の
長沢政弘会長（右）と山内麓友会の石沢達雄会長（中）

琵琶清水の会（平鹿地域）

　希少生物であるトゲウオが生息する琵
琶沼とその周辺のクリーンアップを10年
以上にわたり実施。琵琶沼は、トミヨと
イバラトミヨという２種のトゲウオが、
互いに雑種を生じないで混生する全国的
にもまれな生息地として県天然記念物に
指定されており、同会はトゲウオの生息
環境保全と琵琶沼の文化財指定、地域の
イメージアップにつながる活動を通じ、
水環境の保全に努めている。

山内麓友会（山内地域）

　昭和63年に地域のコミュニケーション
を深め楽しい村を築こうと10人で発足。
集落が横手川の源流にあることから、清
流を取り戻すための河川のクリーンアッ
プなどを実施するとともに、渓流に建造
されている砂防ダム12か所の水辺と緑を
活用した『遊水の里づくり』や渓流祭り
の開催などに取り組み、水辺環境の保全
と環境教育の活動を通じて、水環境の保
全に貢献している。

加
藤
氏
に
水
防
功
労
表
彰

投票で決まった横手
黒毛和牛のＰＲポス
ター（右）とロゴシー
ル（左）のデザイン。
これを基にして今後
ポスターやロゴマー
クが作成されます。

食と農からのまちづくり食と農からのまちづくり食と農からのまちづくり

よ
こ
て「
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」推
進
事
業
が
ス
タ
ー
ト

地
産
地
消
の
推
進
や
食
育
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

食と農からのまちづくりプロジェクト
市マーケティング推進課　45-5537
http://www.syoku-yokote.com/

よこて「食のアカデミー」で食のプロデューサーを務め
る菅栄養士（左）と大友さん（右）

モ
〜

　

市
が
推
進
し
て
い
る
『
食
と
農

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
一
環
と

し
て
、
横
手
産
の
豊
富
な
食
材
の

フ
ル
活
用
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し

よ
う
と
、
「
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」

の
活
動
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

「
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
主
な

活
動
は
、
①
地
場
農
産
物
を
活
か

し
た
新
た
な
特
産
品
や
レ
シ
ピ
の

開
発
と
提
案
、
②
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
の
横
手
産
食
材
の
導
入
の

促
進
、
③
食
育
の
推
進
と
栄
養
指

導
な
ど
。
大
雄
地
域
局
に
隣
接
す

る
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
を
拠
点

に
、
地
産
地
消
や
横
手
の
食
文
化

の
継
承
・
発
展
に
つ
な
が
る
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市

が
推
し
進
め
る
地
産
地
消
の
取
り

組
み
や
『
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
』
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
７
月
か
ら
定
期
的
に

「
横
手
市
民『
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
』

地
産
地
消
料
理
講
習
会
」
を
開
講

し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
／
〝
家
庭
で
簡
単
イ
タ

　

リ
ア
ン
〞
ト
マ
ト
で
美
味
し
く

　

健
康
に

◆
日
時
／
７
月
15
日（
水
）午
前
11

　

時
〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
大
雄
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

内
「
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」

◆
定
員
／
先
着
20
人

◆
参
加
費
／
１
人
５
０
０
円
（
材

　

料
費
と
し
て
）

◆
申
込
開
始
／
７
月
６
日（
月
）午

　

前
９
時
〜

◆
申
込
み
／
市
産
業
経
済
部
マ
ー

　

ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課　

４
５
‐

　

５
５
３
７

横
手
市
民「
食
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」

〜
地
産
地
消
料
理
講
習
会
〜

７
月
期　

受
講
者
募
集

私たち、チーム・プラスＹ私たち、チーム・プラスＹ私たち、チーム・プラスＹ私たち、チーム・プラスＹ
　６月から市民総参加による地産地消の取り組みとしてスタートした「食と農」

チーム・プラスＹプロジェクトには、続々と参加の『宣言』が届いています。

　その中から、ユニークな『宣言』を市報で紹介しますので、これから参加を考えている方はぜひ参考にしてください。

　　　　　「横手のうめぇ！もんを作って横手に革命を起こします」【横手清陵学院高校家庭クラブ】
　　　　　「お客様に感動を与える米作り・野菜作りをします」【村東営農組合（上八丁）】
　　　　　「横手の〈美味しい・懐かしい・新しい〉レシピを施設献立に取り入れます」【特別養護老人ホーム憩寿園】

ワイ

出水時の基本『積土のう工法』（十文字消防団）

伝統ある『川倉工法』（大雄消防団）

加藤周一氏

　

６
月
６
日
、
雄
物
川
の
大
上
橋

下
流
右
岸
に
あ
る
大
雄
運
動
広
場

で
、
平
成
21
年
度
横
手
市
水
防
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
台
風
や
大
雨
に

よ
る
河
川
の
増
水
や
堤
防
の
決
壊

な
ど
の
事
態
に
備
え
、
消
防
団
員

の
技
術
向
上
を
目
的
に
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

市
内
８
消
防
団
か
ら
２
７
０
人

の
団
員
が
参
加
し
『
県
南
部
が
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
雄
物
川
が
指
定
水

位
を
超
え
て
増
水
。
水
防
警
報
が

発
令
』
と
の
想
定
の
も
と
、
各
水

防
工
法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

横
手
・
山
内
消
防
団
に
よ
る
堤

防
法
面
の
崩
壊
防
止
を
図
る
た
め

の『
シ
ー
ト
張
り
工
法
』、
増
田
・

雄
物
川
・
十
文
字
消
防
団
に
よ
る

出
水
時
の
基
本
的
対
策
と
し
て
の

『
積
土
の
う
工
法
』、
平
鹿
・
大
森

消
防
団
に
よ
る
急
流
河
川
の
堤
防

決
壊
防
止
の
た
め
の
『
木
流
し
工

法
』
の
ほ
か
、
水
勢
を
緩
和
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
、
秋
田
県
の
伝

統
的
な
水
防
工
法
の『
川
倉
工
法
』

を
大
雄
消
防
団
が
実
践
し
ま
し
た
。

　

工
法
終
了
後
は
、
五
十
嵐
市
長

を
は
じ
め
と
す
る
統
監
部
が
各
工

法
を
視
察
し
、
そ
の
技
術
を
再
確

認
。
ま
た
、
会
場
に
は
、
各
工
法

を
説
明
す
る
看
板
が
設
置
さ
れ
、

地
域
住
民
へ
の
理
解
と
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

雨
天
と
な
っ
た
訓
練
当
日
。
万

が
一
に
備
え
た
、
団
員
ら
の
迅
速

で
丁
寧
な
息
の
合
っ
た
動
作
と
、

互
い
の
工
法
技
術
を
真
剣
に
見
つ

め
る
姿
か
ら
は
、
そ
の
意
識
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
産
の
お
い
し
い
牛
肉
を
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
ひ
と
つ
に
育
て
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
、
こ
の
ほ
ど
横
手

産
和
牛
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ポ
ス

タ
ー
と
シ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

ペ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
畜
産
農
家
が

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
手
間
ひ

ま
を
か
け
て
飼
育
・
生
産
し
て
い

る
地
元
の
牛
肉
の
付
加
価
値
を
高

め
、
将
来
的
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
横
手
市
観
光
協
会

が
主
催
し
た
も
の
。
デ
ザ
イ
ン
の

審
査
は
、
６
月
３
日
に
開
か

れ
た
『
大
森
ワ
イ
ン
＆
よ
こ

て
黒
毛
和
牛
の
夕
べ
』
と
同

時
に
行
わ
れ
、
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
者
に
よ
る
投
票
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ポ
ス
タ
ー
８

点
、
シ
ー
ル
26
点
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
得
票
数
の
高
い
デ
ザ
イ

ン
が
決
定
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン

を
基
に
し
て
、
今
後
正
式
な

ポ
ス
タ
ー
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

作
成
さ
れ
る
予
定
で
、
将
来

的
に
は
商
標
登
録
も
視
野
に
入
れ

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
で

は
「
農
家
の
努
力
で
上
質
な
肉
が

生
産
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
い

か
に
そ
れ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
や
特
産
化
に
つ
な
げ
て
い
け
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
し
、
市

場
評
価
を
高
め
る
た
め
の
支
援
を

続
け
て
い
く
考
え
で
す
。　

　

『
横
手
黒
毛
和
牛
』
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、(

社)

横
手
市

観
光
協
会　

３
３
‐
７
１
１
１
ま

で
。

　

水
と
土
壌
環
境
の
保
全
に
関
し

功
績
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
る
団

体
や
個
人
を
讃
え
、
環
境
省
が
表

彰
す
る
今
年
度
の
『
水
・
土
壌
環

境
保
全
活
動
功
労
者
』
に
、
琵
琶

清
水
の
会
と
山
内
麓
友
会
の
市
内

２
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
河
川
等
の
水
質
浄
化

や
生
活
排
水
対
策
の
普
及
啓
発
、

水
生
生
物
の
調
査
な
ど
を
通
じ
、

水
と
土
壌
環
境
の
保
全
に
取
り
組

み
、
大
き
な
功
績
を
残
し
て
い
る

方
々
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年

度
は
全
国
で
38
団
体
と
12
個
人
が

受
賞
。
県
内
で
は
２
団
体
の
み
の

受
賞
で
、
と
も
に
そ
の
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
団
体
の
活
動
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

の
り 

め
ん
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information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

大　会　日　程

 

　

今
年
も
、
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
高
校
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ

２
０
０
９
』
が
、
７
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

秋
田
わ
か
杉
国
体
を
契
機
に
盛
り
上
が
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
引
き
継
ぎ
、
昨
年

か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
本
大
会
。
市
内
小
中

学
校
を
は
じ
め
、
競
技
者
の
拡
大
と
技
術
の

向
上
、
横
手
市
を『
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ま
ち
』

と
し
て
全
国
へ
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
、
春
の
全
国
高
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
に
出
場

し
た
高
校
の
う
ち
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

招
聘
し
た
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
高
校
と
、
地
元

の
精
鋭
・
雄
物
川
高
校
の
合
計
８
チ
ー
ム
。

全
国
か
ら
集
う
強
豪
チ
ー
ム
に
よ
る
白
熱
し

た
プ
レ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

開
催
日　

７
月
10
日（
金
）〜
12
日（
日
）

　

場　

所　

雄
物
川
体
育
館 

入
場
無
料

問合せ　市教育委員会スポーツ振興課（横手体育館）  35-2173

○東北高校（宮城県）東北ブロック
　春高バレー10年連続25回出場。
○新潟県選抜（新潟県）北信越ブロック
　平成21年度開催の新潟国体に出場するメンバーで構
成。東京学館新潟高校などが主力のチーム。
○東亜学園高校（東京都）関東ブロック
　春高バレー５年連続25回出場、平成19、20年と２連
覇し、21年は準優勝。前回わか杉カップ優勝。
○深谷高校（埼玉県）関東ブロック
　春高バレー５年連続27回出場。
○市立尼崎高校（兵庫県）近畿ブロック
　春高バレー12回出場。前回わか杉カップ準優勝。
○宇部商業高校（山口県）中国ブロック
　春高バレー３年連続34回出場。
○都城工業高校（宮崎県）九州ブロック
　春高バレー19回出場、平成21年優勝。
○雄物川高校
　春高バレー15年連続15回出場。インターハイにも15
年連続出場を果たし、平成11年度岩手、19年度佐賀イ
ンターハイでは３位。平成13年の宮城国体３位。前回
わか杉カップ４位。
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○７月10日（金）12：00～開会式、グループ戦６試合
○７月11日（土）９：30～グループ戦６試合、トーナメン
　　　　　　　　　　 ト６試合
○７月12日（日）９：00～順位決定戦４試合、表彰式

○３位、４位決定戦／12日 10：20
○５位、７位決定戦／12日  9：00

Ａグループ１位

Ｂグループ４位
Ａグループ３位

Ｂグループ２位

Ａグループ２位

Ｂグループ３位
Ａグループ４位

Ｂグループ１位

11日
14：00

11日
16：40

11日
16：40

11日
15：20

11日
15：20

11日
14：0012日

10：20

【7/11～12 トーナメント,順位決定戦】
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昨年の第１回大会
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雄物川高校
男子バレーボール部
佐藤 康平 主将
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　平成20年度の『中山間地域等直接支払制度』の取り組
み状況が確定しましたので実施状況をお知らせします。

　　中山間地域等直接支払制度とは
　　中山間地域は、農業生産活動等を通じて国土の保
　全、水源の涵養、良好な景観形成等の多面的機能を
　発揮しています。このため、中山間地域での耕作放
　棄地の発生防止、多面的機能の維持を図るために農
　業者等に対して直接、交付金を交付する制度です。

◆問合せ　市産業経済部農政課（増田庁舎内）　45-5522
　　　　　または、各地域局産業振興課まで

中山間地域等直接支払事業実施状況

地域名
横　手
増　田
平　鹿
雄物川
大　森
山　内
合　計

協定締結数
2
25
2
13
10
31
83

参加農家数
40
671
33
114
96
524
1,478

交付対象面積（㎡）
158,207
3,461,986
127,782
607,240
535,229
2,939,579
7,830,023

交付金額（円）
1,819,380
26,903,563
989,268
5,148,360
9,559,175
26,548,591
70,968,337

ふるさとへの応援ありがとうございます
‐ふるさと納税寄付金の申込状況‐

赤川　俊道さん（北海道釧路市）
松渕　浩子さん（　－　）
佐々木雄一さん（横手市）

プルタブおばさん（横手市）
匿名希望さん ２名（　－　）

氏名（住所） 氏名（住所）

　平成20年度から開始された『ふるさと納税』制度に
　より、昨年度は35人の方々から総額3,667,600円の
　寄付金をいただきました。心から感謝いたします。

　現在も寄付の申し込みを受け付けています。市民の皆
さんからも、ご親戚の方などに横手市を応援いただける
ように、ご周知くださいますようお願いします。
　なお、寄付金額に応じて所得税や現在お住まいの自治
体の住民税が控除されます。詳細等は市ホームページや
各地域局窓口備え付けのパンフレットをご覧ください。
【寄付件数と寄付金額】５月末現在
　受付期間／平成21年４月１日～５月31日
　件　　数／６件　　　
　申込金額／262,600円
【寄付を申し込まれた方々】

《みなさん、横手市への応援ありがとうございました》
◆問合せ　市総務企画部市長公室（本庁南庁舎内）
　　　　　　35-2189

駅前自転車駐車場をご利用の皆さまへ
長期間放置された自転車を撤去します

撤去作業（イメージ）

　

　市内にある駅前自転車駐車場には、長期間放置された
ままの自転車が多く、利用者の妨げになっています。
　このため、市では横手市自転車駐車場条例を改正しま
した。８月の条例施行以降、駅前自転車駐車場の利用に
支障があると判断された放置自転車は、撤去の対象とな
りますのでご注意ください。
　放置自転車撤去作業について
　撤去作業の事前確認として、駅前自転車駐車場にある
全ての自転車に『調査票』を取り付けます。
　使用している自転車の場合は調査票を取り外してくだ
さい。調査票が取り付けら
れた翌日から14日後までに
外されていない場合は放置
自転車と判断し、撤去・保
管しその旨を公示します。
その後、公示日から60日経
過した放置自転車は処分し
ますので、ご理解をお願いします。※調査票の取り付け
日および撤去作業日は各地域で異なります。
◆問合せ
　・横手地域局地域維持課　32-2725
　・十文字地域局地域維持課　42-5119
　・平鹿地域局地域振興課　24-1111
　・山内地域局地域維持課　53-2936

各種費用補助のお知らせ
太陽光発電システム設置費用・住宅リフォーム費用 

  太陽光発電システム設置費用を補助します
　地球温暖化防止対策推進のため、市内にある住宅
に太陽光発電システムを設置する方を対象に、設置
費用を補助します。
◆募集期限　平成22年３月31日(水)
◆補 助 額　１kwあたり７万円(上限35万円)
◆問 合 せ　市総務企画部経営企画課(本庁南庁舎内)
　　　　　　　35-2164、　33-6061
　　　　　　※詳細はお問い合わせください。

  住宅リフォーム費用を補助します
　生活環境の向上と経済危機対策として、市内産業
の雇用創出を図るため、市内にある住宅の修繕や増
築を行う方を対象に、工事経費を補助します。
◆募集期限　平成22年３月31日(水)
◆補 助 額　工事経費の15％(上限50万円)
　　　　　　※工事費総額50万円以上が対象
◆問 合 せ　市建設部建築住宅課(横手庁舎内）
　　　　　　　35-2224、　33-3429
　　　　　　※詳細はお問い合わせください。

　※なお、どちらの補助対象事業も募集期限までに
　　工事が完了し検査ができることを条件とします。

かん　よう
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横手市耐震改修促進計画(案)に対する
みなさんの意見を募集します　

　市では、建築物の耐震化の促進を図るため、平成21年
度から27年度までを計画期間とする『横手市耐震改修促
進計画(案)』を策定しました。
　この計画について、皆さんから広くご意見を募集しま
すので、ご協力ください。
◆募集期限　７月17日(金) 郵送の際は当日消印有効
◆公表場所　市建設部建築住宅課(横手庁舎４階）
　　　　　　市ホームページ（http://www.city.yokote.lg.jp/）
◆提出方法　所定の用紙に記入し、市建設部建築住宅課
　　　　　　へ持参・郵送・ファクス・電子メールの方
　　　　　　法で提出※用紙は建築住宅課で配布、ホー
　　　　　　ムページからのダウンロードで入手可能
◆問合せ・提出先
　〒013-0023　横手市中央町８番２号
　横手市建設部　建築住宅課　　35-2224、　33-3429、
　Ｅ-mail　kenchiku@city.yokote.lg.jp

 

市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は７月14日（火）まで～

◆入居条件　
　公営住宅法等に定める入居資格を
お持ちの方が対象になりますので、
事前に市建築住宅課までご確認くだ
さい。※家賃は所得額によって異な
ります。また、暴力団員は応募でき
ません（同居者を含む）。
◆申込方法　
　市建築住宅課または各地域局地域
維持課窓口にある申込書に所定事項
を記載し、必要となる書類を添付し
お申し込みください。（郵送不可）
※申込者多数の場合は抽選
◆申込期間
　７月６日（月）～14日（火）
◆抽 選 会
　７月28日(火)予定
　※有資格者に通知します
◆入居予定
　８月中旬

　

①公営住宅

②特定公共賃貸住宅

はば

名　　称

南朝日が丘住宅

第二道川団地

西野住宅

上掵住宅

大雄東団地

築年度

Ｓ57～

Ｓ48　

Ｈ２～

Ｓ48～

Ｓ51　

間取り

2ＤＫ～

2ＤＫ

3ＤＫ

2ＤＫ～

3ＤＫ

家賃（円）

 13,100～

  4,500～

 20,300～

　8,100～

 11,100～

名　　称

五十田団地

特定西野住宅

特定西野住宅（世帯用）

ニュータウンいわせ

築年度

Ｈ９

Ｈ10

Ｈ10

Ｈ11

間取り

3ＬＤＫ

1ＬＤＫ

2ＬＤＫ

3ＬＤＫ

家賃（円）

52,100～

30,000　

50,000　

40,500～

募集戸数

３

７

２

１

地域名

平　鹿

山　内

建築様式

木造平屋

３階建ての１階～３階

３階建ての３階

木造２階建て

建築様式

3階建ての2階3階・2階建ての2階

平屋連棟(集合)

戸建(２階建て)

２階建て(集合)

２階建て(集合)

地域名

横　手

平　鹿

大　森

十文字

大　雄

募集戸数

３

１

２

３

１

◆申込み・問合せ 
市建設部建築住宅課（横手庁舎内）　35-2224、または各地域局地域維持課まで（8:30～17:15、土・日・祝日は除く）

定額給付金の申請はお済みですか 　

　定額給付金の申請期限は、平成21年10月１日です。期
限が過ぎた場合、受給権が失われますので早めの手続き
をお願いします（郵送の際は当日消印有効）。また、申請
後であっても、給付決定日以前に①単身世帯の方が亡く
なられた、②給付対象の外国人の方が帰国されたなどの
場合も受給権が失われますので、ご注意ください。
　　 現在、住民登録されている住所地にお住まいで
　 ないために、申請書が返送されている方がいます。
　 申請書が届いていない方は、下記まで至急ご連絡
　 ください。また、申請書を紛失された方には再発
　 行いたします。　
◆受付状況(６月15日現在)
　受付済み世帯　32,793世帯　対象世帯の約95％
◆問合せ　
　定額給付金対策本部（フリーダイヤル）　0120-35-2027
　E-mai kikaku@city.yokote.lg.jp

平成21年度 横手市成人式を開催します

＊各地域から送迎バスを運行します

※会場駐車場の駐車台数が限られていますので、できる
　だけ送迎バスをご利用くださるか、ご家族等による送
　迎、出席者同士の乗り合いにご協力ください。

◆問合せ　市教育委員会教育総務部生涯学習課（雄物川
　　　　　庁舎内）  22-2155

　新成人の皆さんを祝福し、将来の活躍を願うとともに
大人としての自覚を促すため、横手市成人式を開催しま
す。同じ市に生まれ育った若者が一堂に会する成人式は、
旧友との再会の場であり、市内全域の仲間との出会いの
場でもあります。新成人の皆さんのたくさんのご参加を
お待ちしています。

◆日　時　８月15日（土） 午前10時
　　　　　（午前９時30分から受付開始）
◆場　所　横手市民会館
◆対象者　昭和63年４月２日から平成元年４月１日まで
　　　　　に生まれた方

地　域

増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

山　内

大　雄

横　手

出発時間

９時10分

９時10分

９時00分

９時00分

９時20分

９時10分

９時20分

出発（集合）場所

増田生涯学習センター前

平鹿生涯学習センター前

雄物川生涯学習センター前

大森地域局前

十文字生涯学習センター前

鶴ケ池荘前

大雄地域局前

送迎バスは運行しません

大　森

・固定資産税２期 ・国民健康保険税１期
・介護保険料１期 ・後期高齢者医療保険料１期
・固定資産税２期 ・国民健康保険税１期
・介護保険料１期 ・後期高齢者医療保険料１期

◆納期限は７月31日です◆◆納期限は７月31日です◆
納期限までの納付をお願いします。

市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

※年金天引でないもの

国民年金保険料の免除・猶予制度　

　所得が少ないなどの理由によって保険料を納めること
が困難な方を対象に、本人の申請により納付を免除・猶
予する制度があります。
  免除申請（全額免除、1/4・1/2・3/4納付）
　本人・世帯主・配偶者の前年所得が一定額以下の場合、
申請により保険料の全額または一部が免除されます。
  若年納付猶予申請
　30歳未満の方で、本人・配偶者の前年所得が一定額以
下の場合、申請により保険料の納付が猶予されます。
　保険料が未納の場合、将来、老齢基礎年金や万一の
　障害基礎年金、遺族基礎年金を受給できないことが
　あります。未納のままにはせず、免除・猶予制度を
　ご利用ください。
◆申請方法
　各地域局で随時受け付けしています。年金手帳、印鑑
を持参のうえ、手続きしてください。
◆問合せ　
　市福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）　35-2186
　または、大曲社会保険事務所　0187-63-2295

昨年度の様子昨年度の様子

浄化槽設置予定の皆さまへ‐お申し込みはお早めに‐　

　市設置型浄化槽（平鹿・雄物川地区）
　公共用水域の水質保全のため、公共下水道計画区域以
外の地区においては、市が浄化槽を設置する事業を行っ
ています。現在は今年度予定の３分の２程度、整備が進
んでいます。
　今年度新築・改築等により浄化槽の設置予定の方は、
申し込み後、設置工事着手まで２か月程度かかりますの
で、お早めにお申し込みください。なお、申込時期によ
っては今年度の設置希望にお応えできない場合もありま
すのでご理解ください。
◆設置時期　平成21年10月～12月
◆申込期限　平成21年８月中旬
◆問 合 せ　平鹿・雄物川地域局地域維持課または、
　　　　　　上下水道部下水道整備課　53-2931

　個人設置型合併処理浄化槽
　新築・改築等により合併処理浄化槽の設置予定の方を
対象に、市から設置費用の補助が受けられます。ご希望
の方はお早めにお申し込みください。なお、地域によっ
ては対象外になる場合もありますので、詳細はお問い合
わせください。
◆問合せ　各地域局地域維持課または、上下水道部下水
　　　　　道維持課（横手庁舎）　32-2781

市では、地球にやさしく電気代も安い
『低炭素社会対応型（省エネ型）』浄化
槽の設置を推奨しています。
※設置費用の差はほとんどありません

下水道キャラクター「すいすい」
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『横手市新規雇用奨励助成金』
　対象期間を延長しました　

　雇用機会の拡大・雇用環境の充実を図ることを目的と
した新規雇用奨励助成金事業（市報よこて４月15日号掲載）
について、これまで『平成22年３月31日までに新たに雇
用された者』としていた対象期間を、下記のとおり延長
しました。詳細はお問い合わせください。
◆助成金額　新規雇用１人当たり15万円(新卒者30万円)
◆対象となる被雇用者の主な要件
　①期間の定めない常勤の従業員、②平成20年12月１日
　から平成22年９月30日までにハローワーク経由で採用
　された者、③市内在住者、④雇用保険等の加入、ほか
◆問合せ　市緊急雇用対策本部事務局（市産業経済部商
　　　　　工労働課）  45-5516

父子家庭児童養育手当をご利用ください　

　市内に住所を有する児童を養育している、父子家庭の
保護者の方に支給する手当です。児童の健やかな成長に
役立つことを目的として支給されます。
　対象者の方は申請が必要になりますので、各地域局福
祉担当課での続きをお願いします。
◆対　　象　市内に住所を有する中学生以下の児童を養
　　　　　　育している方
◆手当月額　児童１人の場合5,000円、
　　　　　　２人目以降１人につき2,000円加算
　　　　　　※児童扶養手当制度に規定する所得制限あり
◆問 合 せ　市福祉環境部子育て支援課(大森庁舎)
　　　　　　  35-2133または、各地域局福祉担当課
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除雪グレーダ
コマツ

除雪グレーダ
キャタピラー三菱
除雪グレーダ用
プラウ（5台）
除雪ドーザ用
プラウ

除雪グレーダ
コマツ

ショベル・ローダ
キャタピラー三菱
ショベル・ローダ
カワサキ

小形ロータリ(草刈)
不明

除雪グレーダ
キャタピラー三菱
ショベル・ローダ
小松インターナショナル
ショベル・ローダ
キャタピラー三菱
小形ブルドーザ

不明

横　手

大　雄

所管地域局

平　鹿

大　森

十文字

山　内

機 器 名
メーカー

初度登録
年　月

除雪機器等を売却します

　道路除雪や道路維持作業に使用していた除雪機器等を『一般競争入札』により売却します。
入札参加申し込み等の詳細は、各地域局地域維持課窓口および市建設部建設監理課窓口に備え付けの入札参加要綱、
または市のホームページをご覧ください。

　入札日・開札日　　　　　　　　　　　　入札物件　　　　　　　　　　　
　平成21年８月６日(木)午前10時～
　申込方法
　所定の入札参加申込書（各地域局地
域維持課・市建設部建設監理課窓口に
備え付けまたは、市ホームページから
ダウンロード可能）を持参し、下記ま
で提出してください。
※複数の入札参加可能
　提出期間
　７月28日(火)～30日(木)、
　午前８時30分～午後５時
　提出先
　市建設部建設監理課(十文字庁舎内)

【入札について】
◆入札参加資格
　個人／横手市に住民基本台帳登録また
　　　　は、外国人登録をしている方
　法人／横手市に事業所を有する法人
◆入札に参加できない方
　・成年被後見人　　　　・破産者で復権を得ない方　・市税に未納がある方　・入札参加申込書の提出がない方
　・未成年者、被保佐人および被補助人であり、契約締結のための同意を得ていない方
◆事前説明会
　入札に先立ち、説明会を開催します。なお、説明会に参加のない場合は、説明会における事前の説明事項につい
て了知しているものとみなします。
　【第１回目】平成21年７月14日(火)
　①午前９時～午前９時30分／大森地域局道路管理センター前　　②午前９時45分～午前10時15分／大雄地域局前
　③午前10時30分～午前11時／横手地域局道路管理センター前　　④午前11時15分～午前11時45分／山内地域局前
　【第２回目】平成21年７月15日(水)
　①午前９時30分～午前10時／平鹿地域局 コマツ秋田株式会社横手支店前　②午前10時15分～午前10時45分／十文字地域局前
◆問合せ　市建設部建設監理課(十文字庁舎内)　42-5112

情報局情報局

横手図書館ボランティアおはなし大すきの会　黒沢

　「家庭児童相談室」は、市役所大森庁舎２階子育
て支援課内にあります。家庭児童相談員や母子自立
支援員が、18歳未満のお子さんを養育するうえでの
さまざまな悩みごとや心配ごと、子どもの虐待につ
いての相談に応じ、問題解決に向けお手伝いをして
います。
【相談室の利用方法】
●来所での相談
　本人、家族など、どなたでも相談できます。
●電話での相談  
　電話でどなたでも相談できます。子育て支援課ま
　でご連絡ください。（　35-2133）　　

＊悩みを聞き、解決に向けて一緒に考えアドバイス
します。必要に応じて、他の専門機関や相談窓口を
紹介します。秘密は厳守しますので、安心して気軽
に相談してください。　

ひとりで悩んでいませんか？

～明るく楽しい子育てと子どもたちの
　　　　　　すこやかな成長を応援します～

市内の子育て支援サークルや団体によるネットワーク会員の
方からのお便りコーナーです。

「大人だって絵本！」

子育て

楽しく
明るく！

楽しく
明るく！

ねっと会員通信

子 育 て 支 援 課 ３ ５ ‐ ２ １ ３ ３

　子どもが大きくなり、家での読み聞かせタイムが少
なくなったのに、未だ増え続けている我が家の絵本。
一緒に読むことはなくなったものの、すぐそばに絵本
のある生活は今も変わりません。現実では体験できな
い世界に連れて行ってくれたり、明るい色使いで元気
にさせてくれる絵本たち。自分の気持ちにぴたっ！と
来るおはなしに出会えたときは心が熱くなります。
　子育てに忙しい毎日のほんの少しの時間、絵本を開
いてみませんか？肩の力がすーっと
抜けていくかもしれません。
　子育て中のお父さん・お母さん、
私たちと一緒に絵本を読んでみませ
んか？お子さんを抱っこ・おんぶし
ながら出来る活動です。

子育ての相談窓口 「家庭児童相談室」
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５月からこれまで市幹部による６回
の対策会議を開催し、情報の共有や
対策・対応を決定してきました

 

平成 平成



 

地域の話題
Topics

　６月12日、大雄の実験農場と雄物川のほ場で昨年か
ら出荷を始めたトマトのシシリアンルージュ栽培講習
会が開かれ、品質やパッケージが良く市場でも高評価
である説明や、種苗会社の方から追肥、病害虫の処理
法の指導を受けました。今年は栽培農家も48戸に増え、
夏秋採りでは北海道に次ぐ産地となっています。

　６月12日から17日、増田地域センターミニ企画とし
て、山岳Ａ級指導員の長岩嘉悦氏が撮影した、焼石連
峰の写真展が増田ふれあいプラザで開催されました。
昭和31年から現在まで、506回の登頂で見守り続けた
焼石連峰の自然写真60点を展示。登るたびに違う風景
と情景を写した写真が来場者を魅了していました。

焼石連峰の風景、来場者を魅了 シシリアンルージュ栽培講習会（増田） （雄物川） 

　６月13日から19日までの７日間、東北植木盆栽市が
道の駅十文字隣で開催されました。大正時代から始ま
り92回目を迎えた盆栽市。今年は、県内４業者によっ
て丹精こめて育てられた植木や盆栽などが出品されま
した。13日には「道の駅」や「ね・ま～れ」でも協賛行事
が行われ、会場を行き交う人で賑わっていました。

　平成13年３月29日から数えて約８年２か月あまりの
６月14日、増田地区で交通死亡事故ゼロの継続記録が
3,000日に到達。これを記念して６月18日、増田ふれ
あいプラザで式典とイベントが開催されました。ます
だ保育園児による誓いの言葉やあっぱれ劇団による寸
劇が行われ、新たな目標4,000日達成を誓いました。

交通死亡事故ゼロ3,000日達成 第92回東北植木盆栽市（増田） （十文字）  

大森小では４、５、６年生が環境やエコについて関心を示しました

温暖化やエコへの関心高まる
■和田氏による地球環境講演（大森）

よ し え つ  

”手づくり”を地域の宝に！
■交流センター『四季彩館』オープン（山内）
　６月21日、旧大松川ダム建設事務所に交流セン
ター『四季彩館』がオープンしました。ＮＰＯ法人
まちづくり味覚人ネットワーク（柿崎長悦理事長）
が横手のまちづくり活動拠点として同施設を整備。
オープンを記念して、県内外の美術工芸家の作品
を揃えた『秀作美術・工芸展』が開催されています。
今後も、写真展や山菜・郷土料理を活かした企画
を開催予定。”手づくり”という宝物が、たくさん
の人と地域を結ぶ架け橋となることでしょう。

◆問合せ／四季彩館（山内大松川上台）　53-3262
　　　　　午前10時～午後３時（毎週水曜日定休）

きょしょう

真剣な眼差しでの立ち合い

睦合小、団体戦２連覇達成
■第４回横手市相撲大会（十文字）
　６月20日、第４回横手市相撲大会が十文字町相
撲場で開かれ、市内の５小学校、平鹿中学校、平
成高校の合計30人が出場しました。
　取組は、小学生の部、中学生の部、高校生・一
般の部に分けて開催され、それぞれ個人戦と小学
生の団体戦が行われました。
　本大会は、７月19日に北秋田市で行われる県大
会予選を兼ねていることもあって、息詰まる熱戦
の連続。緊張したおももちで土俵に上がる選手た
ちには、会場に詰めかけた保護者や指導者などか
ら、大きな声援が送られていました。
　団体戦で２連覇を達成した睦合小学校５年生の
山本大輝キャプテンは「練習の成果が発揮できて
よかったです。県大会でも良い成績が残せるよう
練習を頑張ります」と抱負を語ってくれました。

た い 　き  
小学生の部団体戦　　　睦合小
小学生の部個人戦　　　高垣祐太郎(阿気小)
中学生の部個人戦  　　吉田将太(平鹿中) 
高校・一般の部個人戦　中川力斗(平成高)

   
今　功夫さん
(83歳・横手) 剣道連盟主催の稽古の様子（右が今さん）

※通常の竹刀は４枚竹を使用しています。

　小学生の頃から始めた剣道は、現在、教
士７段という腕前の今功夫さん。
　６月８日、日本武道館で『全日本高齢者
武道大会』が開催されました。３度目の出
場となる今年。 「個人寿Ｂ（80歳～84歳の部）」
で、見事、準優勝に輝きました。「日々の
努力が結果になった。今の自分の力をすべ
て出し切ることができてうれしい」と喜び
の声を聞かせてくれました。
　週２回の稽古のほか、自宅で約40年間毎
日欠かさず続けている〝素振り100回〟。
その際、通常より重い６枚竹の竹刀（※）を
使用しているそうです。「毎日の積み重ね
が大切。これからも良い試合をしていきた
い」とはつらつと語る笑顔が印象的でした。

努力を惜しまず、日々、精進
横手の元気印

市報よこて 12No.90  2009(       21　).7.1市報よこて13 2009(       21　).7.1  No.90 平成　 年平成　 年

 同時開催 ●まちの居粧展(市内在住工芸家作品)　６月21日（日）～７月20日（月）
　 　　　 　あかり/押し花/刺し子/編み物/アケビつる/繭玉/萩の木/わら細工 ほか
　　　  　●夏休み工芸・体験教室　　　７月25日（土）～８月30日（日）
　　　  　　あかり/押し花/刺し子/編み物ほか、分水嶺/星空/野鳥 ほか

各部門の
優勝者・
チーム
（敬称略）

　６月８日から12日にかけて、地球環境学の権威である
和田英太郎氏が大森地域を訪れ、小中学生などに地球温
暖化やエコロジーの大切さなどについて講演しました。
　和田氏は、現在、海洋研究開発機構の地球環境フロン
ティア研究センターで上席研究員を務める、生物地球化

学や海洋研究の第一人者。
幼少期を母親の出身地であ
る大森地域で過ごしたこと
から、度々、この地を訪れ
て交流しているものです。
　今回は、大森小学校と大
森中学校、それに大森在住
時の〝同級生〟を相手に、
温暖化が生態系に与える影
響や、科学技術の進歩で地
球環境に関するさまざまな
情報が収集でき、またわか
りやすく処理できるように

なったことなどを講演。「人や動物がこれからも暮らし
ていけるよう、水や空気をみんなで守ろう」などと話し
ました。４年生から６年生まで143人が講演を聞いた大
森小の児童は「今までは興味がなかったが、これからは
エコを考えてみようと思った」、「先生の話を参考にエコ
活動を実践してみたい」などと感想を述べ、環境や科学
に関心を持ついいきっかけになったようでした。

 

さくら荘で〝同級生〟に対し地球
温暖化の講演をする和田氏
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◆開所日／７月１日（水）
◆所在地／横手市増田町増田字中町64番地
　　　　　　45-5311（ファクス共通）

◆内　　容／結婚・誕生・卒業・就職・同窓会・還暦・新築
　　　　　　天国の家族へのメッセージなど
　　　　　　メッセージとお名前はプログラムに掲載し、会
　　　　　　場放送でご紹介します
◆金　　額／２万円以上
◆特　　典／ご希望の方には、メッセージ入り花火レプリカ
　　　　　　をお作りいたします（別途料金必要）
◆申込期限／７月31日（金）
◆申 込 み／増田町観光協会 　45-5311（ファクス共通）
　　　　　　増田地域局産業振興課 　45-5515、　45-4525

四ッ谷角
342

増田地域局

旧勇駒酒造旧勇駒酒造

観光案内所を『旧勇駒酒造』に開設！観光案内所を『旧勇駒酒造』に開設！　メッセージ花火募集中！第86回増田の花火 　メッセージ花火募集中！第86回増田の花火
9/14開催9/14開催

　年々増加する観光客のニーズに応えるた
め、『旧勇駒酒造』に観光案内所を開設しま
した。増田町観光協会事務局、(株)増田町
物産流通センターが運営する物産
館の売店コーナーも当該施設に移
転しましたのでお知らせします。

朝市通り

いさみごまいさみごま

　

　
　『Ｂ－１グランプリinＹＯＫＯＴＥ』の開幕まで２か月
半あまりとなりました。全国から10万人を超える来場者
が見込まれる大イベントを盛り上げるため、市報でもさ
まざまな情報をお伝えしていきます。
◆イベント会場は市内２か所です
●第１会場（中心市街地）　  ●第２会場（秋田ふるさと村）

※一部、交通規制をしてイベント会場を特設します。
◆共通利用できるチケットを発売します
　食事チケット（金券）は、Ｂ－１会場だけでなく、Ａ－
１（※）やＣ－１の会場でも利用できる共通券です。さら
に、市内の商店や秋田ふるさと村、横手やきそば暖簾会
などで、９月いっぱい利用できるよう準備を進めていま
す。詳しくは、次号でお知らせする予定です。
※秋田県内の食や観光をＰＲする『Ａ－１フェスティバル』が、
　同時開催される予定です。　

　

　

◆問合せ　Ｂ－１グランプリin横手実行委員会事務局
　　　　　（横手商工会議所内）高橋・大友 　32-1170

　

　

　『Ｃ－１カーニバル』は、全国規模のイベントで
ある『Ｂ－１グランプリ』が横手を会場に開催され
るこの機会に、市内の物産や観光、飲食などの情報
を全国に向けて発信するためのネットワークづくり
を進めようと、横手商工会議所が主催し、市内農商
工団体と全県商工会議所青年部会などが協力して開
催するイベントです。
※『Ｃ－１』は、商業を意味する「Ｃｏｍｍｅｒｃｅ」の頭文字
　をとって名付けられました。　
■開催期日および時間
　９月19日（土）・20日（日）、10:00～21:00
■開催場所
　中心市街地特設会場（横手地域局周辺）
■イベント内容
　横手市および秋田県内の物産・飲食・観光情報発
　信のための展示・販売・飲食など
■イベントおよび出展の申込み・問合せ
　横手商工会議所 　32-1170

■全国川サミットin横手 行事日程
◆７月24日（金）　会場：上畑温泉さわらび
　全国川サミット連絡協議会総会
　首長サミット…参加自治体の首長による意見交換
　※24日の日程には、一般の方は参加できません。
◆７月25日（土）　会場：秋田ふるさと村ドーム劇場
　 9:50～ オープニング（御嶽清流太鼓）
　10:20～ 参加自治体紹介
　11:00～ 基調講演「川と人々のくらし」
　　　　　　作家、ノースアジア大学客員教授 石川 好氏
　12:50～ 午後の部オープニング（吉田小マーチング）
　13:10～ 事例発表
　　　　　・児童生徒研究発表（横手南小、山内中）
　　　　　・川舟製作発表（雄物川中）
　　　　　・活動発表（横手川水辺のふれあいフェス
　　　　　　タ実行委員会）
　14:40～ 記念講演「あるがままの川」
　　　　　　漫画家　矢口高雄氏
　15:45～ エンディング行事
　　　　　　サミット宣言、サミット旗受渡式

◆７月26日（日）　会場：雄物川河川公園
　 9:30～ 記念植樹
　10:00～ 川舟進水式、伝統川漁再現
　　　　　　雄物川中の生徒が作製した川舟の進水式
　　　　　　と、その舟を使った伝統川漁の再現
　【同時開催】わくわくフェアinおものがわ
　・超神ネイガーショー
　　（10:30～11:30）
　・イワナのつかみ取り
　　（11:30～、12:30～）
　・熱気球係留体験搭乗
　　（9:30～11:00）
　・グラウンドゴルフ教
　　室、カヌー体験、ポ
　　ニー馬車運行、ニュ
　　ースポーツ体験
　問合せ／雄物川地域局
　地域振興課 　22-2111

　今年の全国川サミットは、「川がはぐくむ『ひと・まち・こころ』～山と川のあるまちから～」をテーマのもと
当市を会場に開催されます。川にちなんださまざまなイベントを通して、川と地域の係わりやまちづくりについ
て、一緒に考えましょう。

■問合せ　第18回全国川サミットin横手実行委員会事務局（市建設部建設監理課内）　42-5112

2009.9.19~20

横手やきそば、ナンバーワン！
めざせ！Ｂ級グルメ日本一!!

お楽しみ満載の地域イベントも同時開催

Ｃ-１カーニバル

横手地域局
チケット売場

飲食エリア

かまく
ら館

Ｂ-１会場 Ａ-１会場

Ｃ-１会場

Ｃ-１会場 Ａ-１
会場

チケット売場 Ｂ-１
会場

秋田ふるさと村

ドーム劇場
近
代
美
術
館

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第18回全国川サミットin横手　７月24日～26日に開催
「川がはぐくむ『ひと・まち・こころ』」をテーマに多彩な催し
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朗読劇『あの夏』－1945・ヒロシマ ナガサキ－
　広島、長崎の被爆者の手記をまとめ、朗読します。
●日時／７月５日（日)午後１時30分～  ●場所／サンサ
ン横手 ●対象／小学生以上 ●入場料／無料  ●問合せ
／朗読グループあおぞら 小松さん 　32-6255(夜間)

歌の好きな人集まれ ～思いっきり歌声喫茶～
●日時／７月９日（木)午後７時開演（６時30分開場）  ●
場所／レストラン煉瓦屋（寿町）  ●参加費／1,000円(軽
食付) ●問合せ／レストラン煉瓦屋 　33-2811

ナンの館　月例市民将棋大会
●日時／７月12日(日)午前10時～  ●場所／軽食喫茶ナ
ンの館（十文字町梨木）●参加費／1,000円（昼食付き）
●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720

横手読書会 ７月例会
●日時／７月16日(木)午後２時～  ●場所／女性センタ
ー ●演題／自然から学ぶ ●講師／横手かまくら吟社副
会長 伊藤融氏 ●問合せ／横手図書館 　32-2662

星の観察会
●日時／７月18日(土)午後７時～９時（雨天、曇天の場
合は中止) ●場所／秋田ふるさと村第四駐車場  ●内容
／夏の星座の探し方、星雲星団・土星の観察 ●問合せ／
横手星の会 武市さん 　33-3997

カヌーで雄物川クリーンアップ大作戦
●日時／７月18日（土)午前８時30分～、雄物川河川公園
管理棟前に集合  ●清掃場所／雄物川河川公園沿雄物川
岸 ●問合せ／雄物川町カヌークラブ事務局 高橋・菊池
さん 　22-2111

ほろっとキッズ『川で遊ぼう!』
　生きもの観察やストーンペインティングを楽しみます。
●日時／７月19日（日)午前10時～午後３時  ●場所／大
仙市太田町斉内川（真木渓谷入口）●対象／小学生20人
●参加費／600円（昼食・保険代)  ●申込期限／７月13
日(月) ●問合せ／ほろっとキッズ 高橋さん 　22-4511

第20回 岡本っこ舞踊大会
　『秋田の踊り20選』に選ばれた、岡本新内の代表的な
踊りをご覧ください。（入場無料）
●日時／７月19日(日)午後１時～  ●場所／かまくら館 
●問合せ／横手岡本っこ舞踊雅会 　32-3086
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idobata  plaza
どばたプラザい 「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなど行政以外からのお知らせ

を掲載するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前まで
に内容がわかるものをお寄せください。なお、内容や情報量などによっ
て、ご希望に添えない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

南部エリア　各種イベント案内
【かな文字展 淑扇会】
●期間／７月１日(水)～28日(火) ●入場料／無料
【お盆料理教室】
●日時／７月18日（土）午前10時～ 　●参加費／1,000円 
●定員／20人 ●申込期限／７月11日(土）●申込み／南
部エリア 　26-3880

自然を愛する皆さんの集い
●日時／７月19日（日)午後１時開演（12時30分開場） ●
場所／レストラン煉瓦屋（寿町） ●参加費／800円（軽食
付) ●問合せ／レストラン煉瓦屋 　33-2811

わくわく音楽会
　子どもから大人までのピアノ演奏、親子連弾、管楽器
や弦楽器の演奏もあります。
●日時／７月20日（月)午後２時開演  ●場所／かまくら
館 ●入場料／無料 ●問合せ／木下さん 　33-6537

安達太良山に登りませんか
●日時／７月25日（土)～26日(日)  ●場所／福島県安達
太良山 ●参加費／12,000円（宿泊・交通費含む)  ●申込
期限／７月10日(金) ●定員／20人 ●問合せ／平鹿岳友
会 佐々木さん(市マーケティング推進課) 　45-5537

バスケットボール サマーリーグ2009
●期日／８月９日（日）・16日（日） ●場所／雄物川体育館  
●参加費／１チーム5,000円 ●申込期限／７月24日(金)
※先着８チーム ●参加資格／一般男女 ●申込み／よこ
てスポーツクラブ事務局(横手体育館内) 　33-2102

お
知

ら
せ

催
　

し
講

　

座

募
　

集

募
　

集

相
　

談

 

　
　

市
民
公
開
講
座
『
わ
か
り
や

　
　

す
い
乳
が
ん
の
お
話
』

　

横
手
市
医
師
会
が
共
催
す
る
、
専

門
医
を
招
い
て
の
講
演
会
で
す
。

◆
日
時
／
７
月
11
日（
土
）午
後
２
時

　

〜
４
時
※
無
料
、
申
込
不
要

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
２
階
ホ
ー
ル

◆
問
合
せ
／
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
フ
ァ
ー

　

マ
㈱
『
乳
が
ん
勉
強
会
』　

０
１

　

８
‐
８
６
５
‐
９
１
５
５

　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム『
ふ
れ
あ
い
・
支
え
あ

　
　

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ざ
し
て
』

　
『
福
祉
・
医
療
・
介
護
』の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
し
、
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

◆
日
時
／
７
月
10
日（
金
）午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
４
時
45
分
※
無
料

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
２
階
ホ
ー
ル

◆
内
容
／
基
調
講
演
、
実
践
紹
介
、

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

◆
申
込
期
限
／
７
月
６
日（
月
）ま
で

◆
申
込
み
／
横
手
フ
レ
ン
ズ
連
絡
会
事

　

務
局
（
県
南
介
護
サ
ポ
ー
ト
か
が
や

　

き
ネ
ッ
ト
内
）　

３
６
‐
０
０
６
８

　
　

秋
田
県
立
大
学
公
開
講
座

　
　
『
秋
田
、
そ
の
未
来
』　　

◆
日
時
／
７
月
11
日（
土
）午
後
１
時

　

30
分
〜

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館
（
無
料
）　

◆
問
合
せ
／
県
立
大
学
企
画
チ
ー
ム

　
　

０
１
８
‐
８
７
２
‐
１
５
２
２

　
　

平
鹿
総
合
病
院

　
　

第
一
回
糖
尿
病
教
室

◆
日
時
／
７
月
９
日（
木
）午
前
11
時

　

30
分
〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
平
鹿
総
合
病
院
２
階
第
一

　

会
議
室
（
定
員
30
人
）

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

◆
申
込
期
限
／
７
月
８
日（
水
）

◆
申
込
み
／
平
鹿
総
合
病
院
保
健
福

　

祉
活
動
室　

３
３
‐
０
６
３
０

　
　

平
成
21
年
度
自
衛
官
採
用
制

　
　

度
地
域
説
明
会

◆
日
時
／
７
月
25
日（
土
）午
前
９
時

　

30
分
〜
11
時
30
分
※
参
加
無
料

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所　

３
２
‐
３
９
２
０

　
　

警
察
官
Ｂ
・
女
性
警
察
官
Ｂ

　
　

募
集

◆
試
験
日
程
／【
第
一
次
試
験
】９
月

　

19
日（
土
）、
20
日（
日
）

　【
第
二
次
試
験
】10
月
中
旬
お
よ
び

　

11
月
上
旬

◆
受
験
資
格
／
昭
和
54
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
方（
た
だ
し
、大
学
卒
業

　

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方
を
除
く
）

◆
受
付
期
間
／
７
月
10
日（
金
）〜
８

　

月
３
日（
月
）

◆
問
合
せ
／
横
手
警
察
署
警
務
課　

　
　

３
２
‐
２
２
５
０

　
　
『
か
ま
く
ら
館
ふ
れ
あ
い
事

　
　

業
』に
応
募
し
ま
せ
ん
か

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
事
業
を
開
催
す
る
団
体

や
個
人
の
方
に
、
か
ま
く
ら
館
の
会

場
使
用
料
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

◆
募
集
期
間
／
７
月
31
日（
金
）ま
で

◆
対
象
事
業
／
今
年
10
月
か
ら
来
年

　

３
月
ま
で
に
開
催
す
る
事
業

◆
応
募
方
法
／
事
務
局
（
か
ま
く
ら

　

館
１
階
）
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

　

に
記
入
し
て
提
出
す
る
（
申
込
用

　

紙
は
横
手
市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

◆
申
込
み
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　

事
務
局　

３
３
‐
７
１
１
１

　
　

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
講

　
　

習
会
お
よ
び
資
格
認
定
試
験

◆
講
習
会
日
時
／
10
月
８
日（
木
）午

　

前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
資
格
認
定
試
験
日
時
／
11
月
13
日

　
（
金
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◆
場
所
／
市
南
庁
舎

◆
手
数
料
／
講
習
と
試
験
合
わ
せ
て

　

６
，
０
０
０
円

◆
申
込
受
付
期
間
／
７
月
21
日(

火)

　

〜
31
日(

金)

◆
申
込
書
／
市
上
下
水
道
部
下
水
道

　

維
持
課
（
横
手
庁
舎
内
）
備
付
け

◆
問
合
せ
／
日
本
下
水
道
協
会
秋
田

　

県
支
部　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
１

　

４
２
７

　
　

無
料
法
律
相
談

　
　◆

日
時
／
７
月
21
日（
火
）午
後
１
時

　

〜
３
時
※
要
予
約
、
託
児
あ
り

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
対
象
／
男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

　

法
的
な
解
決
を
必
要
と
す
る
方

◆
定
員
／
４
名
（
一
人
30
分
）

◆
問
合
せ
／
中
央
男
女
共
同
参
画
セ

　

ン
タ
ー
相
談
室　

０
１
８
‐
８
３

　

６
‐
７
８
４
６

　　 資　金　名 　　　金 利　融資限度額
秋田杉利用優良木造型　1.95％　2,000万円
省ＣＯ２型　　　　　 1.95％　2,000万円
優良木造型　　　　　　2.10％　2,000万円
標準型・Ａターン型　　 2.10％　1,500万円
改良資金　　　　　　　2.10％　　500万円

◆問合せ／県建築住宅課　018-860-2561

秋田県住宅建設資金のご案内

（すべての金利は11年目以降3.00％）
※高齢者等との同居・子育て世帯への割増あり

　県では、良質な
住宅の建設・購入
や改築に必要な資
金に対する低利融
資を行っています
ので是非ご利用く
ださい。

●大鳥公園プール（問合せ／横手体育館 　33-2102）
　７月10日（金）～８月31日（月）

●大森プール（問合せ／大森プール 　26-2107）
　（屋外プール） 改修工事終了後～８月30日（日）
　（屋内プール） ７月１日（水）～８月30日（日）

●十文字Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　 　　（問合せ／十文字生涯学習センター 　42-2067）
　改修工事終了後～８月31日（月）
※各施設の営業日・利用時間を確認の上、ご利用ください。
　（詳しくは市のホームページをご覧ください）

市内プールオープン情報市内プールオープン情報

あ だ た ら や ま

しゅくせんかい

横手市・横手地区保護司会

お
知

ら
せ

講
　

座

講
　

座

７月は
「社会を明るくする運動」

強調月間です

７月は
「社会を明るくする運動」

強調月間です
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　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。泉さんは、前回の
小野寺さんからのご紹介です。

 

川崎　眞理子さん
かわさき　まりこ（54歳・増田） 

 

　大雄民謡カラオケ同好会は、旧田沢湖町のわら
び座が県内民謡を保存しようと県内を巡り、大雄
に来た際に、保存継承に協力した人たちで、40年
前に結成しました。60代～80代の男女26名が所属
し、毎月１回午前10時から午後３時まで、大雄交
流研修館で活動しています。今はカラオケが主流
になっていますが、結成当初は、伴奏もなく手拍
子で民謡を歌い踊っていたそうです。
　「大好きな歌を歌いストレス解消になっていま
す。みんなで昼ご飯や漬物を持ち寄り、歌の合い
間に、たわいもない会話をすることが面白くて。
家に帰ると次回の開催が待ち遠しくてしょうがな
い」と笑って話す会員の皆さん。
　会長の鈴木さんは「腹から声を出して歌うこと
が元気の源。毎年行われている西部福祉健康大会
の発表に向け、頑張っています。関心のある方は
ぜひご連絡ください」と話してくれました。
◆問合せ　大雄生涯学習センター　52-3907

　
「
こ
れ
か
ら
は
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

出
荷
で
忙
し
く
な
り
ま
す
」
と
楽

し
そ
う
に
語
る
眞
理
子
さ
ん
は
、

東
京
都
あ
き
る
野
市
出
身
で
す
。

　
眞
理
子
さ
ん
は
、
中
学
生
時
代

か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、

社
会
人
で
も
実
業
団
で
活
躍
。
そ

こ
で
チ
ー
ム
メ
ー
ト
だ
っ
た
の
が

夫
と
な
る
明
さ
ん
の
妹
さ
ん
で
し

た
。
と
て
も
仲
が
良
く
、
実
家
を

行
き
来
す
る
う
ち
に
明
さ
ん
と
出

会
い
、
27
歳
の
と
き
に
結
婚
し
増

田
地
域
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　
「
山
と
川
の
恵
み
が
豊
か
な
地

域
な
の
で
、
秋
田
県
民
よ
り
も
秋

田
県
民
ら
し
い
食
生
活
を
し
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
眞
理
子
さ

ん
。
「
横
手
に
来
て
季
節
を
は
っ

き
り
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
感
動

し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
人
生
の
半

分
を
横
手
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
今
は
子
育
て
も
終
わ
り
、
た
ま

に
東
京
に
行
っ
て
友
達
に
会
う
の

が
楽
し
み
。
「
大
変
だ
け
ど
、
仲

間
と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
果
物
の

加
工
や
販
売
活
動
も
大
き
く
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
明
さ
ん
と
一
緒
に
育
て
た
サ
ク

ラ
ン
ボ
。
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の
ご
家

族
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
今
年
も

た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
ま
し
た
。

 

泉　恵さん
いずみ めぐみ（19歳・横手）

　
や
わ
ら
か
な
笑
顔
が
印
象
的
な
恵
さ
ん
は
、

音
楽
が
好
き
な
19
歳
。「
仕
事
で
も
普
段
の
生

活
で
も
、人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
」と
元
気
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
趣
味
や
特
技
は
？

　
音
楽
は
演
奏
す
る
の
も
歌
う
の
も
好
き
で
す
。

　
高
校
生
時
代
は
、
吹
奏
楽
部
で
サ
ッ
ク
ス
を

　
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

◆
自
分
の
長
所
は
？

　
負
け
ず
嫌
い
な
と
こ
ろ
や
、
人
見
知
り
し
な

　
い
で
誰
と
で
も
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
と
こ

　
ろ
で
す
。
友
達
に
は
よ
く
面
白
い
ね
っ
て
言

　
わ
れ
ま
す
（
笑
）

◆
好
き
な
言
葉
は
？

　『
全
身
全
霊
』で
す
。
何
を
す
る
に
も
一
生
懸

　
命
打
ち
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

　
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
を

　
大
切
に
し
て
、
親
孝
行
を
し
て
い
き
た
い
と

　
思
っ
て
い
ま
す
。

大雄民謡
カラオケ同好会

カラオケサークル（大雄）

 

■面積　 73.34k㎡
■人口　81,620人
■世帯　32,459世帯

神奈川県

東京都あきる野市
 

山梨県

東京湾

東京都

　今月の一冊　今月の一冊

　新着図書の紹介　新着図書の紹介

うしはどこでも「モ～！」
　エレン・スラスキー・ワインスティーン=作、桂かい枝=訳／鈴木出版
うしはどこでも「モ～！」
　エレン・スラスキー・ワインスティーン=作、桂かい枝=訳／鈴木出版

一般向け
　藤巻流実践・巻き込み術／藤巻幸夫〔平〕
　わくわくする数学／ロブ・イースタウェイ〔増〕
　１Ｑ８４／村上春樹〔横・平・雄・森〕
児童向け・絵本
　書の道を行こう夢をかなえる双雲哲学／武田双雲〔十〕
　サルくんとブタさん音が見える絵本／たどころみなみ〔山〕

・７月４日（土）午前10時30分／十文字          
・７月５日（日）午前10時30分／横手         
・７月19日（日）午後２時／増田
・７月29日（水）午前10時／平鹿

　この絵本は、同じ動物の鳴き声が、
国や言語によって違って聞こえてくる
面白さを紹介しています。登場するい
ぬ、かえる、あひる、にわとりたちの
それぞれの国での鳴き声の聞こえ方の
違いを、落語家がおもしろおかしくテ
ンポよく表現していて、思わず笑って

しまいます。実際どんな風に聞こえてくるか、お子さんと散
歩しながら新しい発見を探しに行っても楽しいですね。それ
でも、うしはどこに行っても『モ～！』って鳴くみたいですよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【大森図書館】

　定例おはなし会（会場は各図書館)　定例おはなし会（会場は各図書館)

　夏休み工作教室　夏休み工作教室
　小学生を対象とした工作教室を行います。各図書館まで事
前にお申し込みください。※先着順
・７月31日（金）午前10時／横手（32-2662）、会場：かまくら館       
・７月31日（金）午後１時30分／平鹿（24-3281）、会場：平鹿図書館
・８月１日（土）午前10時／増田（45-5559）、会場：ふれあいプラザ 

　講談社おはなし隊訪問（会場は各図書館)　講談社おはなし隊訪問（会場は各図書館)
　絵本を乗せたキャラバンカーの見学とおはなし会
・７月18日（土）午後２時30分／十文字
・７月19日（日）午前10時／雄物川、午後２時／大森
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地域の情報 ～information～ 地域の情報

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

【横手地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成21年２月生まれ）
　日　時　７月８日（水）　受付12：30～13：15
12か月児健康相談（平成20年６月生まれ）
　日　時　７月６日（月）　受付9：30～10：30
１歳６か月児健診（平成19年12月生まれ）
　日　時　７月９日（木）　受付12：30～13：15
２歳児歯科健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　７月７日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成17年12月生まれ）
　日　時　７月10日（金）　受付12：30～13：15
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成21年２月生まれ）
　日　時　７月６日（月）　受付12：50～13：10
７か月児健診（平成20年11月生まれ）
　日　時　７月６日（月）　受付12：50～13：10
３歳児健診（平成17年10月16日～12月生まれ）
　日　時　７月８日（水）　受付12：50～13：10
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
２歳児歯科健診（平成18年12月～19年１月生まれ）
　日　時　７月８日（水）　受付13：00～13：15
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
２歳児歯科健診（平成18年12月～19年１月生まれ）
　日　時　７月９日（木）　受付12：00～12：15
３歳児健診（平成17年11月～12月生まれ）
　日　時　７月15日（水）　受付12：00～12：15
【十文字地域】　■場所　幸福会館
２歳児歯科健診（平成19年１月～２月生まれ）
　日　時　７月８日（水）　受付12：50～13：20
【山内地域】　■場所　横手保健センター
４か月児健診（平成21年２月生まれ）
　日　時　７月８日（水）　受付12：30～13：15
12か月児健康相談（平成20年６月生まれ）
　日　時　７月６日（月）　受付9：30～10：30
１歳６か月児健診（平成19年12月生まれ）
　日　時　７月９日（木）　受付12：30～13：15
２歳児歯科健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　７月７日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成17年12月生まれ）
　日　時　７月10日（金）　受付12：30～13：15
【大雄地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
２歳児歯科健診（平成18年12月～19年１月生まれ）
　日　時　７月９日（木）　受付12：00～12：15
３歳児健診（平成17年11月～12月生まれ）
　日　時　７月15日（水）　受付12：00～12：15

療所診
【増田地域】　
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　７月1・8・15日（水）
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　
えがおの丘診療所
　診 療 日　７月1・8・15日（水）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所
　診 療 日　７月13日（月）
　診療時間　13：30～14：30

血日程献

平鹿総合病院　日曜夜間小児救急外来 　32-5124

日当番医休

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　7月1・8・15日
増田図書館　　7月1・6・13日
平鹿図書館　　7月1・7・14日
雄物川図書館　7月1・8・15日
大森図書館　　7月1・7・14日
十文字図書館　7月1・8・15日
山内図書館　　7月1～5・11・12日
大雄図書館　　7月2・6・9・13・16日
雄物川資料館　7月6・13日
ゆっぷる　　　7月15日
えがおの丘　　7月6・13日
三吉山荘　　　7月7・14日
大森健康温泉　7月6・13日
ゆとりおん大雄　7月2・16日
南部エリア　　7月6・13日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　7月1・8・15日
　西部・南部　 7月4・5・11・12日
子どもと老人のふれあいセンター　　
　　　　　    7月6・13日

談相
【横手地域】
心配ごと相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　７月16日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　７月10日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局地域振興課　32-2701
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　７月９日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
心配ごと相談　■場所　ゆとり館
　日　時　７月15日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　７月８日（水）　9：30～12：00
【大森地域】
心配ごと相談・行政相談　■場所 大森コミュニティセンター
　日　時　７月14日（火）　9：30～12：00
【十文字地域】
心配ごと相談　■場所　幸福会館
　日　時　７月３・17日（金）　9：30～12：00
育児相談「相談のおもちゃ箱」　■場所　植田保育所
　日　時　７月８日（水）　15：30～
　問合せ　子育て支援センター　55-2255
【山内地域】
心配ごと相談　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　７月７日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
無料法律相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　７月13日（月）　10：00～12：00（要予約）
　問合せ　大雄地域福祉センター　52-3311
心配ごと・行政相談　■場所　大雄地域福祉センター
　日　時　７月10日（金）　9：30～12：00

おぎわら内科診療所

石田内科医院

条　里

四日町

　23-5301

　33-1233

７月５日（日）

７月12日(日)

※都合により担当医師が変更になる場合がありますので、ご了承ください。

７月５日（日）

７月12日(日)

無江医師（醍醐クリニック）

岡田医師（岡田小児科医院）

受付 18：00～21：00
診療 18：30～21：30

日発精密工業㈱横手工場

西山製作所㈱秋田工場

電研産業㈱

雄物川保健センター

平鹿地域振興局

市役所 横手庁舎

市役所 本庁南庁舎

10：00～11：45

10：00～11：15

12：30～13：20

13：45～16：30

10：00～12：00

13：15～16：30

10：00～11：40

７月６日(月)

７月16日(木)

７月14日(火)

横　手

横　手

雄物川

横　手

７月２日(木)
全血

全血

全血

成分
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日本国秋田県横手市

７
（５/16～６/15日到着分）

１
2009

ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

横手公園のバラ園
横手公園のバラ園

読者の声

和牛飼育

市報よこて
読者プレゼント

応
募
方
法

「
お
た
よ
り
」
の
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
と
必
ず
「
発
行
号
」
を
明
記

し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
当
選
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は　

７
月
25
日
（
消
印
有
効
）

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ガ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
ル

ジ
ュ
ー
ス

　

５
月
８
日
は
ゴ
ー
ヤ
の
日
。
今

年
も
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
ゴ
ー
ヤ

を
植
え
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
を
植
え

る
の
は
今
年
で
３
年
目
で
す
。
例

年
気
温
の
上
昇
に
比
例
し
て
６
月

頃
か
ら
ど
ん
ど
ん
成
長
し
、
西
日

の
あ
た
る
壁
は
緑
の
カ
ー
テ
ン
に

お
お
わ
れ
ま
す
。
実
も
毎
日
食
卓

に
上
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
付
き
ま
す

が
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
少
な
い
の

が
課
題
で
す
。
実
と
涼
し
げ
日
陰

が
楽
し
め
る
ゴ
ー
ヤ
作
り
は
我
が

家
の
ち
ょ
っ
と
し
た
エ
コ
で
す
。

（
Ａ
・
Ｉ
さ
ん
・
56
歳
・
横
手
）

　

地
下
道
に
新
し
い
手
摺
が
で
き

ま
し
た
。
夕
方
の
散
歩
で
孫
を
連

れ
て
地
下
道
に
入
り
ま
す
。
下
り

で
危
な
い
の
で
「
手
摺
に
つ
か
ま

り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
５
ｍ
ば
か

り
下
が
る
と
、
孫
が
「
じ
ー
」
と

言
っ
て
真
っ
黒
に
な
っ
た
手
を
出

し
ま
し
た
。
手
摺
が
汚
れ
て
い
た

の
で
す
。
手
摺
を
利
用
す
る
の
は

子
ど
も
や
年
寄
り
が
多
い
の
で
、

早
速
次
の
日
掃
除
し
ま
し
た
。
何

日
も
つ
こ
と
か
…
。

（
Ｋ
Ｇ
Ｙ
さ
ん
・
82
歳
・
横
手
）

　

横
手
に
は
前
ほ
ど
頻
繁
に
来
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も

市
報
よ
こ
て
を
読
む
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ス
Ｙ
活
動
、

す
ご
く
い
い
で
す
ね
。
私
も
仙
台

で
横
手
の
ア
ス
パ
ラ
や
り
ん
ご
を

買
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
よ
!!
味

は
愛
情
た
っ
ぷ
り
で
と
っ
て
も
お

い
し
い
で
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
。

（
そ
う
た
マ
マ
め
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん
・

32
歳
・
仙
台
）

　

先
日
の
党
首
討
論
で「
友
愛
」と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
、
戦
後
の
女

学
校
の
書
道
の
課
題
で
「
自
由 

平
等　

友
愛
」
を
何
回
も
練
習
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
何

十
年
ぶ
り
か
で
筆
を
持
っ
て
書
い

て
み
ま
し
た
が
、
手
が
震
え
て
思

う
よ
う
に
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
友
愛
」
は
学
生
時
代
の
思
い
出

の
言
葉
で
す
。

(

Ｔ
・
Ｎ
さ
ん
・
80
歳
・
増
田
）

　

土
、
日
、
祝
日
は
高
速
で
全
国

を
か
な
り
遠
く
ま
で
愛
車
を
走
ら

せ
て
、
た
く
さ
ん
新
発
見
を
し
て

い
る
私
で
す
。
こ
こ
横
手
に
も
い

ろ
い
ろ
な
都
道
府
県
か
ら
お
客
さ

ん
が
来
て
い
る
み
た
い
で
す
。
お

や
っ
と
思
う
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

も
目
に
し
ま
す
。
お
も
て
な
し
の

心
で
今
こ
そ
〝
横
手
〞
の
名
を
全

国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
私
も

で
き
る
だ
け
よ
そ
の
地
で
横
手
を

宣
伝
し
て
き
ま
す
よ
。

（
温
泉
最
高
で
や
っ
す
！
さ
ん
・

45
歳
・
横
手
）

　

車
で
横
手
か
ら
大
曲
方
面
へ
出

か
け
る
と
、
減
反
の
田
ん
ぼ
に
菜

の
花
が
植
え
ら
れ
て
い
て
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。
で
も
、
実
家
が

農
家
な
の
で
少
し
寂
し
く
も
思
え

ま
す
。
日
本
の
自
給
率
が
下
が
っ

て
い
る
時
勢
、
何
と
か
元
の
田
ん

ぼ
に
戻
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は

私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
48
歳
・
横
手
）

　

数
十
年
前
、
嫁
っ
こ
に
来
て
驚

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
義
母

が
、
食
卓
に
並
ぶ
煮
物
に
も
、
お

ひ
た
し
に
も
、
焼
き
魚
に
も
酢
を

か
け
て
食
べ
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
し
て
夏
み
か
ん
を
ス
ー
ス
ー
言

い
な
が
ら
１
個
食
べ
て
す
っ
き
り

し
た
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
て
私
は
つ
ば
が
ど
ど
っ
と
出

て
身
震
い
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。
そ
の
義
母
は
今
年
96
歳
に

な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
元
気

の
素
は
酢
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
気
が
つ
け
ば
私
も
酢
が
大
好

き
に
。
も
ち
ろ
ん
煮
物
に
隠
し
味

程
度
に
入
れ
ま
す
。
自
家
製
の
し

そ
酢
、
り
ん
ご
酢
、
梅
酢
な
ど
な

ど
…
氷
を
入
れ
て
グ
グ
ッ
と
。
こ

れ
を
飲
む
と
酢
的
に
気
分
が
良
く

な
り
ま
す
。

（
あ
や
め
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
66
歳
・
横
手
）

　

山
内
の
芝
桜
も
見
事
で
し
た
。

山
内
の
芝
桜
ま
つ
り
が
復
活
す
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
・
70
歳
・
十
文
字
）

　

「
あ
ば
だ
ら
け
」
で
の
買
物
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
あ
ば
で
す
。

横
手
に
住
ん
で
70
年
、
横
手
ら
し

い
憩
い
の
場
で
も
あ
り
、
大
事
に

残
し
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

（
あ
ば
さ
ん
・
71
歳
・
横
手
）

　

市
民
の
方
か
ら
「
今
年
度
か
ら

市
報
の
表
紙
や
各
ペ
ー
ジ
の
発
行

日
表
示
が
、
西
暦
と
な
り
わ
か
り

に
く
い
の
で
は
…
」
と
の
ご
指
摘

を
い
た
だ
き
、
今
号
よ
り
ど
ち
ら

も
西
暦
と
元
号
（
平
成
）
を
併
記
す

し
ま
し
た
。
多
く
の
新
聞
な
ど
で

は
西
暦
が
標
準
化
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ

り
ま
す
が
、
官
公
庁
か
ら
出
さ
れ

る
公
文
書
で
は
元
号
が
圧
倒
的
に

多
く
、
市
報
で
も
本
文
中
で
は
ほ

と
ん
ど
元
号
で
書
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
形
に
し
ま

し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
よ

り
わ
か
り
や
す
い
市
報
づ
く
り
に

活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　『読者の声・たより』は読者の皆さん

のページです。市への意見や市報の感想

などを、はがきか封書、ファクスで下記

のあて先までお送りください。おたより

には、必ず住所、氏名（ペンネーム可）、

年齢、連絡先をご記入ください。

　寄せられたおたよりは、『市長への手

紙』と同様、すべてに市長が目を通し、

内容によっては担当する課所にも伝えて

います。

　なお、おたよりをくださった方の中か

ら、抽選で『読者プレゼント』の商品を

差しあげます。ご希望の方は、必ず『発

行号（○月１日号）』をご記入ください。

「たより」のあて先
〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
横手市役所市長公室　広報広聴担当あて
　33-6061（「たより」と明記ください）
･･････････････････････････････････････････････

※ご記入いただいた個人情報は、記載内容の確認お

　よび商品の発送の目的に使用し、この目的以外に

　は使用しません。

おたよりお待ちしています

　

増
田
出
荷
会
が
丹
誠
込

め
た
り
ん
ご
を
ジ
ュ
ー
ス

に
し
、
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で

商
品
化
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
は
冷
凍
庫
で

凍
ら
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橋本畜産　経営者

橋本 一志さん（55歳・山内）
はしもと　ひとし
昭和28年、旧山内村生まれ。地元の中学校を卒業と
同時に就農。当時は葉たばこ栽培が主だったが、父
親が家畜商を営んでいたため、乳牛の仔牛の育成に
着手し、昭和47年秋から本格的に畜産業に乗り出す。
昭和53年頃からは肉用牛の肥育に主体を移し、現在
は妻、息子２人と和牛210頭を飼育している。

　ゴツゴツした拳と太い腕。一見、武骨そうに
見えるその顔が、牛舎に入ると柔和な表情に変
わり、牛に餌を与え、体に触れる手の動きから
は牛に対する優しさが見て取れる。30年以上に
わたり牛を肥育してきた巧は「大きな声を出し
たり、脅したりしては絶対にだめ」と牛との接
し方について語る。
　牛との関わりは、乳牛の仔牛を育成するとこ
ろから始まったが、その５年後に肉用牛を育て
上げる『肥育』に移行。消費者の指向などを見
極め、現在は黒毛和牛を主力にしている。
　和牛の価値は〝サシ〟で決まるため、肉にい
いサシが入る育て方の追究は今なお続く。「牛
の出荷までの成育期間は30か月前後と長いが、
稲やほかの作物と同じで、いい肉を作るために
必要な行程がある」と巧は言う。そのため、毎
日つぶさに牛の様子を観察しながら、月齢によ
って餌の配合や分量を調整する。
　経営者として、販路や消費の拡大に対しても
意欲的に取り組み、さまざまなルートで自慢の
肉を送り出している。「品質の良い肉を生産し
て、地元の人にも食べてもらいたい」との思い
から、横手産和牛のブランド化を目指す取り組
みにも参加。「消費者にも品質の見分け方を知
ってもらい、時と場面に応じて牛肉を味わって
ほしい」と話す巧の、〝いいものをより多くの
人へ〟届けるための挑戦はこれからも続く。

〝いい肉をより多くの人へ〟
実直な生産者の意地と誇り

少しの量でも満足してもらえる、
いい和牛肉を提供していきたい。

・
・
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7月1日～7月17日
十文字さくらんぼまつり（～15日）

消防訓練大会（雄物川地域）

さくらんぼタネ飛ばし大会（9：30受付、十文字陸上競技場）
消防訓練大会（横手地域）

戦没者追悼式（10：00～、横手市民開館）

消防訓練大会（山内地域）

消防訓練大会（平鹿・大森・十文字地域）

◆上映時間／午後１時～
　５日（日）「ムーミン谷の彗星」         【62分】
　12日（日）「ポケットモンスター／ダイヤモンド＆パール
            ギラティナと氷空の花束シェイミ」【100分】
◆問合せ／南部エリア（大森町菅生田）　26-3880

～南部エリア無料映写会
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『文月グラウンド・ゴルフ』オープン大会
　日　時／７月15日（水）　7：30受付
　場　所／リゾートハウスふれあい
　参加費／500円
　問合せ／大森グラウンドゴルフ場　26-2601
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■７月５日（日）増田奉納盆おどり

　日頃の感謝をこめて、各店で100円コーナーや
ご奉仕品を用意してお待ちしております。
　日　時／７月12（日）8：00～正午
　※100円コーナーは9：00から開始
　問合せ／増田地域局産業振興課　45-5515

増田の朝市『夏の感謝祭』

■７月４日（土）～８月30日（日）

横手市史編さん室所蔵史料展

ほうき ぼ し

そ　　ら

 

      
『私のまちの市長室』日程

７/１（水）
７/８（水）
７/９（木）
７/13（月）
７/15（水）

平鹿生涯学習センター（平鹿）
あさくら館（横手）
十文字西出張所（十文字）
大森コミュニティセンター（大森）
増田地区多目的研修センター（増田）

◆問合せ／市総務企画部市長公室　35-2162

      
◆テーマ／「市役所の仕事改革」
◆開催日、場所（開催時間：午後7時～8時30分）

場　所／秋田県立近代美術館
時　間／9：30～17：00（入館16：30まで）
観覧料／一般800円、大学生以下無料
※８月29、30日は無料公開
問合せ／県立近代美術館
　　　　　33-8855

中村征夫写真展『命めぐる海』
７月４日（土）～９月６日（日）

●浅舞公園あやめまつり（～５日） 
７月４日(土)10：00～ポニーの馬車運行
　　　　　　14：45～超神ネイガーショー
　　　　　　15：30～長まんじゅうまき
７月５日(日) 9：30～熱気球係留
　　　　　　 9：45～あやめマラソン
　　　　　　10：00～あやめ娘撮影会
　　　　　　13：00～カラオケステージ
　　　　　　16：00～フィナーレ＆長まんじゅうまき
問合せ／平鹿地域局産業振興課　24-1118

■７月４日（土）水であそぼう　
　水を使った実験遊びを開催します。友達
やお父さん、お母さん、おじいちゃん、お
ばあちゃんと一緒に遊びにきてください。
◆日時／７月４日（土） 9：00～11：30
◆場所／あさくら館（参加無料）
◆対象者／市内小学生（家族での
　　　　　参加も歓迎）
◆持ち物／内ズック、タオル、空
　　　　　ペットボトル（500ml）
◆内容／スライム作り、バブロケット、水テッポウなど
◆問合せ／市教育委員会生涯学習課　22-2155

雄物川郷土資料館 第１回特別展【後期】

　特別展（後期）では、市史編さん室が
所蔵する横手市の歴史を語る貴重な史
料を約50点紹介しています。史料の存
在と、その史料を保存することの大切
さを改めて考えるきっかけとして、ぜ
ひご来場ください。
◆期　間／７月４日(土)～８月30日（日）
◆会　場／雄物川郷土資料館
◆時　間／９：00～16：30　　　　　　
　　　　（休館：月曜、祝日の翌日）
◆入場料／大人100円、高校・大学生50円、小中学生以下無料
【公開講座・ギャラリートーク】
◆日時・内容／７月８日(水)後期史料の概要について
◆時　間／13：30～15：00　
◆問合せ／雄物川郷土資料館　22-2793または、横手地域局
　　　　　市史編さん室　35-5722

PickUp!!
ピックアップ

PickUp!!
ピックアップ

PickUp!!
ピックアップ

　増田城築城悲話にまつわり、約600年の
歴史をもつとされる増田盆踊り。誕生の舞
台となった二本杉と貞治碑の前で奉納盆踊
りが開催されます。手作りのロウソク灯篭
が幻想的な雰囲気をかもし出す、いにしえ
の世界へお出でください。
◆日時／７月５日（日）19：00～
◆場所／増田小学校裏
【増田盆おどり公開練習】
◆日時場所／19：30～
　７月７、16日狙半内地域センター
　　　10、25日増田ふれあいプラザ
　　　　 12日西成瀬地域センター
　　　23、30日亀田地域センター
◆問合せ／増田盆おどり保存会
　　　　  （増田町観光協会内)　45-5311

と う  ろ う

じょう 　じ　　 ひ
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